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	政府もマスコミも伏せた旧統一教会
　　　　　　　　　　　第二六回参議院議員選挙


今年七月八日、参議院議員選挙投票日の二日前、安倍元首相が暴漢に襲われ、銃のようなもので撃たれ亡くなりました。選挙は、同情票も集めた自民党が勝ちました。
新聞によると、捜査関係者の話として、山上容疑者は「特定の宗教団体」の名を挙げて「恨んでいた」為、関係する安倍元首相を襲ったとのことでした。
選挙の終わった十二日の新聞では、山上容疑者が「恨んでいた」のは「旧統一教会」現在の「世界平和統一家庭連合」であると、初めて団体名が報道されました。
警察もマスコミも体制擁護
山上容疑者は逮捕当初から「旧統一教会」名を挙げていたと思われるのに、警察（捜査関係者）とマスコミが揃って「特定の宗教団体」などという奇妙な表現を用いたのは、選挙中の自民党に配慮したものと言わざるを得ません。
悲劇の元首相が一転
選挙後、連日のように「旧統一教会」と自民党国会議員との繋がりが報道され、世論に押された自民党が行った珍妙なる「点検」でも、所属国会議員三七九名中一七九名が何らかの関係を持っていたことが明らかになりました。
特筆すべきは、当時参議院議員だった宮島氏が今回の選挙にあたり、旧統一教会の組織票を前回同様割り当ててもらえるように安倍元首相にお願いに行ったが断られたため、立候補を断念したことです。安倍元首相が自民党内で旧統一教会の票を仕切っていたことは明らかです。
「国葬」に疑義在り

「霊感商法」や「高額献金」「信者二世問題」など社会的問題を抱える「旧統一教会」との深い繋がりを疑われる安倍元首相は「国葬」に値するのでしょうか。世論調査では「賛成三〇％」「反対五四％」、国民の過半数が国葬に反対しています。
保守とは何か

　　日本をエヴァ国（奉仕する国）としアダム国（奉仕される国）・韓国にお金を貢がせる教義を持つ宗教団体と癒着する日本の「保守」とは一体何なのだ？
　　　　　　　（大久保光夫）
　　[image: image1.jpg]



事態遠足」
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　九月二五日「大人の遠足」で東京芝の「増上寺」を訪問しました。
　好天に恵まれ、台風の名残なのか適度な風も吹き、過ごしやすかったです。
増上寺は一五九八年にこの地に移転し、徳川家康の遺言により家康の葬儀が行われたことなどから徳川将軍家から手厚く保護され、家光の時代に大規模な改修が行われ、大寺院となりました。
　御　霊　屋
　二代将軍「秀忠公」をはじめ六人の将軍の墓があり、秀忠公の「台徳院殿」、六代家宣公の「文昭院殿」、七代家継公の「有章院殿」と、日光東照宮を想わせる三つの「御霊屋」（おたまや）が造られました。それ以降は財政難を考慮し、将軍一人ごとの御霊屋は造らず、お墓のみとなりました。
　三つの御霊屋は残念ながら、太平洋戦争の空襲で焼失してしまいました。跡地は戦後プリンスホ
テルとなりました。
　しかし現在、大殿地下にある「宝物展示室」に緻密に再現された「台徳院殿」の十分の一スケールの模型が展示され、いちょう会でも見学しました。この模型は一九一〇年にロンドンの日英博覧会に展示された後、英国に寄贈され、この程増上寺に長期貸与されたものです。
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　徳川将軍家墓所
　墓所には六人の将軍の墓である宝塔と皇女和宮（静寛院和宮）の宝塔、そして将軍の生母、正室、側室、子女の合祀塔となる宝塔、併せて八基がコの字型に並んでいました。
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　「め組」の芝大神宮
　「火事と喧嘩は江戸の華」と言いますが、町火消しの「め組」と力士の大喧嘩の舞台になった「芝大神宮」を訪れました。
　乱闘は奉行所によって裁かれ、「め組」の辰五郎と長次郎そして早鐘を鳴らした長松、力士の九竜山は江戸追放となりました。ところが一番の重罪は騒ぎを大きくした「半鐘」だとして、これが遠島になりました。
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　当初申し込みは十八名
　今回の「大人の遠足」ですが、二度にわたる台風の直撃で、日程変更を繰り返したため、参加者が五名となってしまいました。
　高齢者集会
　　　　九月十四日、十五日
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　十四日の退職者連合他主催の集会では、歌手で俳優の杉　良太郎さんが「昔、刑務所を慰問した時、麦飯が本当に臭かった。今では待遇は改善され、理由もなく入所を希望する人が増えた」と、笑いを交えながら「特殊詐欺対策、健康対策」について話していました。二日間で五名の会員が参加しました。
【映画から社会を見る２１】　　　　　　　　　　　
男女差別をなくすべく闘った女性弁護士の実話　　　　　　　　　　　　　　
映画の冒頭に「事実に基づく物語・１９５６年」との表示が出る。映画は男女差別をテーマにした「ビリーブ 未来への大逆転」（２０１９年製作）である。女性が職を選べず差別されていた時代である。
ハーバード法科大学院を首席で卒業し、弁護士となったルース・ギンズバーグを雇う法律事務所はなかった。ある時、介護費用負担の訴訟が目に留まる。親を介護するのは女性の役目だと規定する法律があった。これは憲法違反だと訴える訴訟の弁護を買って出る。当時としては珍しく家も子育ても分担し、のちに世界的な税法の専門家になった彼女の夫も同業の弁護士で相談相手になり協力した。　
女性は自分名義のクレジットカードも作れなかった時代である。史上初の男女平等を求める裁判であった。１００％負けると専門家たちは言っていたが、男女平等の法令を求めて闘うルースの法廷活動が克明に描かれる。
紆余曲折があるが、最終的には控訴裁判所も全員一致で前判決を破棄し介護費用の控除を男女平等とすることを認めた。当時は女性差別を認める法律が１７８もあったという。例えば、女性だけが労働時間を制限されていた。
ルースは女性権利プロジェクトで性差別撤廃の先頭に立ち幾つもの裁判に勝利した。最近まで米最高裁判事を務めていた。
（緑川芳樹）
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　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

リハビリに釣糸垂らす人の吸ふ隠れ煙草をわれは咎めず
タテ糸の目立つ選挙の綜括もヨコ糸かすみほぐれしままに
鉄炎も杣木のごときやはらかに元テロリストこころ開きぬ
弾を捨て三十一文字に託したる壁も射貫かむ歌のいくつも
鉄筋もコンクリートも薄らぐか値上げの波が礎あらふ
ポスターの自治研の文字なつかしや鵠沼荘に語り明かしも
開発のありきいてふの伐採のつじつま聞けど百年見えず
やうやくに大器目覚むか逸ノ城迷ひなければ賜杯も近し
格安の床屋の手数約まりてわづか eq \o\ad(\s\up 11(にじふ),二十分)の上がりも良しや
小一時間座りし椅子を離るれば議論の汗か尻いちめんに
私たちは今
会員のお便り
　「近況報告」
　　　　　岡田光正（小田原市）
　７月初め「ジパング倶楽部」３割引きを使い彦根城、竹生島、近江八幡と京都まで出掛けた。京都駅ビル地下名店街で土産探し。いつも博多土産をいただくＯさんにも一つ購入し送ったところ博多どんたくにお出かけ中、翌週倍返しの明太子、カステラをいただく。
　９月に誕生日を迎え後期高齢者の仲間入り。８月末には後期高齢者医療被保険者証が届く。一部負担金一割。
　今年は運転免許証の更新です。自動車学校で「認知機能検査」「高齢者講習」を受けた。「認知症のおそれがある」基準には該当せず、有効期限３年の免許証が交付された。
　「近況報告」
　　　　　山口一広（横浜市）

　一年前の三月に再任用を終了して、幸運にも一年間非常勤で務めることが出来ました。
　今年の四月に入って職さがしをした結果、パートタイマーとして八月中旬から勤める事ができました。
　七〇歳まで勤める事になっていました。

　「システムづくりは
難しかった」
　　　　　内田一彦（大磯町）

　今年三月末に退院し、体調も落ち着いたので就職活動を始めました。
　まずはハローワーク平塚に行き、求職登録をしたところ八社紹介してくれ、その中の一社に応募することにしました。
　応募には履歴書と職務経歴書が必要で、まずは職務経歴書を作成しました。私は新採用で保健予防課の被爆者担当に配属され、当時手作業で行っていた手当支給のシステムを担当しました。それで見込まれたのか電算システム課に異動となり七年いました。
　電算課では職員給与システムをつくりその後も県立病院システムなど情報担当を長くやりました。こんな経験を振り返りながら公務員時代を懐かしんでいます。

　「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します。
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります

・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します

・字数　一五〇～二二〇字
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　大久保光夫
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　　訃報
　　ご冥福をお祈りいたします

　　　　
　　　　淡路宜男さん
　　　　小泉親昂さん
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『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」「小説」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・郵送の宛先も表題部を参照してください。

・原稿締切は十二月十五日

    　　　増上寺　徳川歴代将軍の墓所


　　　　　　　　　　　企画は良かったが台風に負けた








